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(写真1)戦 後 の美術書出版史において画期的

な企画であったみすず書房の 『原色版 美術ライブ

ラリー』

います。 まだまだ美 しい ものに対する憧れが

満たされなかった終戦か ら年月があまり経過

していなかった時期にこの画集をとお して世

界の一級の絵画や彫刻を身近なものにした人々

は私たちの世代には随分たくさんいたはずです。

長ず るに及んで、画集では満足できず、自ら

絵を購入 し集めることが私の趣味 に加わ りま

した。 もちろんその収集は私の限られた収入

の範囲内で、気に入った絵に巡 り会 えば、買

い求めるという程度です。

今、持っている作品のなかで とくに私の好

きなものは昨年亡 くなられた日本画家、正井

和行画伯の絵画です。正井 さんは明治43年 に

兵庫県明石市に生まれ、京都絵画専 門学校 を

卒業、戦後、 日展 を中心に活躍なされた画家

で した。 またこの人は若い時代から福田平八

郎画伯を師事され、福田画伯の晩年まで続い

たその暖かい師弟関係 を示す数々の興味深い

エピソー ドは正井さん自身が昭和58年10月22

日の山種美術館土曜講演会で披露されています。

人を飽かせ ない淡々 とした語 り口で進行 して

30代 、40代 の頃はそうではあ りませんで し

たが、年齢が50代 にさしかか り、私の同年代

の友人や知人がちらほらと亡 くなってきますと、

人の死 とか、それに深い関係にある宗教や信

仰の問題を意識す るようになりました。 とり

わけ今年の3月 に同年代の親 しくして くださ

った商経学部の同僚、森博隆先生の全 く予期

していなかったご逝去 に接 し、その意識は益々

強 くなって来ました。 日頃、宗教や信仰につ

いて関心がない ように振 る舞われていた先生

が病院でご自分の手に数珠をかけていらっ し

ゃったのが、今、私の心を強く捉えています。

秋のお彼岸 を迎えた機会 に、 とりとめもな く

人の信仰の問題を私のふだん、楽 しみ親 しん

でいる絵 をとおして愚考する次第です。

II

小学校高学年の担任が美術の先生で した。

その先生の影響でしょうか、私 は絵 を描 くの

も見るの も好 きでした。この頃、みすず書房

か ら全34巻(第1期)の 「原色版 美術ライ

ブラリー』という画集が刊行 され(写 真1)、

私 もこのシリーズを買い込み、初 めて見るP.

クレーやB.ニ コルスンやG.ブ ラックなどの現代

絵画に深い感銘を受けたことを覚えています。

この1955年 に配本が開始 された 「原色版 美

術 ライブラリー』は日本の画集出版の歴史 に

おいて戦後最初の廉価で当時 としては希有な

オールカラーの美術書(み すず書房編集部編 「み

すず書房の50年』みすず書房、1996年 、14頁)で

あったという点で画期的な企画であった と思



うに感 じます。おそ らく正井さんは琵琶湖の

竹生島や飢 とか、広島の平和公園とか、平安

神宮や銀閣寺の庭 とか、京都、南禅寺のそば

の碧雲荘の茶室 とか私たちの 目に止まる日常

のご くありふれた具体的な風景を画家の眼を

とお して一つの抽象的で独 自な心の風景 に変

えて しまうという非常 に知的な作業 を死 を迎

えるまで くり返えされて きたのではないかと

想像 します。正井さんの絵のテーマはそんな

に多岐に渡 っていなく、主 としてそれは風景

や静物に限 られていましたD。 私は個人的に

正井 さんを少 し知ってお りまして、30年 ほど

前に、月に一度 くらいお会い し色々とお話を

伺った幸福 な時期があ りました。ある時、原

色版美術 ライブラリーの1冊 である 「絵巻物』

の表紙を指 し示 され、自分は一つの理想 とし

ていつか この ような絵 を描 きたいと言われま

した。それは14世 紀初期に制作 された 「枕草

子絵詞」(東 京、浅野家蔵)の 部分で、 「細密

な墨線で髪、眉、調度 などに焦墨 を塗 り、唇

にわずかに朱を点じている典型的な白描大和絵」

(武者小路穣 『絵巻物』みすず書房、1957年、18頁)

であ りました。 この白描画の精神は後に日春

展に出品され、奨励賞をとられた 「卓上」(1974

年)の 静寂な世界に通 じているように私は感

じます。正井 さんは美術 のみならず、多方面

の事柄 に驚 くほど造詣が深 く、その話題のど

れをとっても素晴 らしい もので した。江戸時

代の風物がことのほかお好 きなようで、この

時代 に出た随筆や滝沢馬琴の作品や もっとあ

との時代では永井荷風の著作 を愛読 されてい

(写真2)平 成6年6月28日 か ら翌月の23日 ま

で大分県立芸術会館において開催された正井和行展(主

催:大 分県、大分県教育委員会他)の ために刊行 さ

れた図録 「静謹のなかの心象の世界 正井和行展』。

この展覧会では昭和30年 から平成6年 までの正井画

伯の代表作56点 が展示され、その画業の全貌が明ら

かにされた。このような意味でその56点 を収録 した

この図録は正井和行作品集(あ るいは個人画集)と

言っても差 し支えない

い く当日の講演 「福 田平八郎先生 という方 に

ついて」(講 演テープ)は 福田画伯の飾 らない

お人柄 を伝えると同時に、正井 さんの魅力的

な人間性を聞き手 に十分 に知 らせているよう

に思います。

この人の画風は 「静誼のなかの心象の世界」

というご自分の画集(写 真2)の サブタイ トル

に非常 にうまく表現されてい ます。若い頃か

ら晩年 に至るまで正井 さんの作品に終始一貫

した決して変わらないものが見事に流れていて、

それは極 めて高い抽象性 と精神性にあったよ

(写真3)中 央 図書館所蔵の島本文庫本 より。



思います。また 「流燈」(写 真4)と いう作品

については自分の祖先の幼 くして亡 くなった

子 どもたちの戒名をこの絵の下塗 りのお り一

つ一つ書き込み供養したと回想されていますし、

8月16日 の大文字の送 り火を素材にされた第

26回 改組日展(平 成6年)の 出品作 「送 り火」

に関 しては、この年に死去 された二人の日展

の役員の遺作 と偶然美術館の同じ部屋に飾 ら

れたことにより、この絵が亡き二人の画家の

ためのよい供養になったと述1裏されています(正

井和行 「回想」 『静誼のなかの心象の世界』85頁)。

これらの心温まる話のなかに私は芸術家 にお

ける一つの信仰心の表 し方 を感 じ取 り、この

ように自己の気持 ちを率直に表現する手段を

もつ芸術家の仕事に強い羨望を抱 くのでした。

(写真4)作 者 の祖先の幼 くして亡 くなった子

どもたちの戒名がこの絵の下塗 りのおりに、書き込

まれた第17回 日展出品作 「流燈」(1985年 制作)
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つぎに、正井 さんの絵 と私の不思議な巡 り

合わせをお話 しいた します。正井 さんとよく

お会い していた頃、ご自分の仕上がったばか

りの力作の写真 を私に くださいました。何枚

か頂いた写真 のなかに非常に気に入った絵が

ありました(写 真5を 参照)。 それは見るもの

を惹 きつける、極度に知的に構成 された抽象

絵画で した。その時はこのような大作の入手

は夢のようなことだ と思い、その写真を額に

収め、机上 に置 き、いつ も眺めていました。

手に入れたいという気持ちを強 く持ちなが ら、

た よ うで した。 きっと近 畿大学 中央 図書館 が

所 蔵 して いる主 として江 戸時代 の旅 行案 内か

ら成 る島本文庫の和本(写 真3)な どは喜んで

読 まれた よ うに思 い ます(こ の島本文庫 につい

ては今田洋三 「200年 前 のベス トセラーズ 島本文

庫の名所図会類 」 『香散見草』14・15合 併号、

1990年 や藤田喜六 「島本文庫について 近畿大学中

央図書館蔵 」 『商経学叢』第22巻 第2号 、近畿大

学商経学会,1977年 を参照)。

正井 さん は 日展 で入選 を重 ね られ、昭和60

年 に 日展会員 にな り、平 成元年 に京都 市芸術

功労賞 を、翌年 に京都府 芸術功 労賞 を続 けて

受賞 、平成4年 に 日展参与 に就かれ ま した(日

展の組織については 「〈日展〉の権威」 『芸術新潮』

新潮社、1985.2、98126頁 を参照)。 その間、

日展 の審査員 を何 回か してお られ ます。 こ う

して名 実 ともに 日本 画壇 を代表 す る一人 にな

られたので したが(佐 藤直司 「正井和行人と芸術」

『静誼のなかの心象の世界 正井和行展』大分県立

芸術会館、平成7年 、13頁)、 惜 しくも平成11

年5月12日 に永 眠 されま した。
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正井 さんがどのような信仰 を持ってお られ

たかはついぞ尋ねる機会はありませんで した

けれ ども、日々の生活で信仰 を疎かにされて

いないことは確かでした。お家に伺った際に、

ち ょうど印刷会社か ら郵送 されて きた自分の

作品の絵はがきをまず仏壇に捧げ られ拝まれ

ている姿を私は目撃 しています し、正井 さん

が風景を描かれる時、その対象は様々でしたが、

直接、宗教的な題材 を扱われた作 品が何点か

残っています。例 えば二度 目の日展特選に輝

いたイン ド南端の海岸にあって観世音菩薩の

住 む伝説上の霊山、補陀落へ往生を願う僧た

ちが那智の海に決死 の船出を試みたとい う説

話(佐 藤直司、前掲論文、1213頁)を もとにし

て構想 された 「補陀落の海」や夜 の那智の滝

を主題 にした 「那智」や法隆寺の百済観音の

慈悲深いお姿 をうつ した 「百済観音」 などの

作品はまさにその範疇に属するものであると



なかったわけです。い くつかのこうした仮定

を乗 り越えて、私はこの大津 において写真で

はな く本物のこの作品に再会で きたのです。

この蓬遁に感激 し、感謝 して、熟考の末、 「机

上」 を買い求めました。今はそれを部屋 にか

けて、毎 日、眺めています。この作品は私の

好 きなイギ リスの画家、B.ニ コルスンを彷彿

とさせ2)、 その画面 は正井さんが 日頃の愛用

されていたと思われる品々で緻密 に組み立て

られ、見ていて少 しも飽 きな く何か語 りかけ

てくれているような絵です。そ して、この絵

を見 るたびに、その有 り難い出会いを思い起

こしてい ます。私にとっては本当に不思議な

巡 り合わせで した。

骨董収集で も有名な白洲正子 さんが 自分の

欲 しい と思 うものはその気持 ちをずっと持ち

続ければ、いつの日か向こうか らそれが自分

の方 にやって来て、必ず手に入れることが可

能であると書いてお られたように記憶 してい

ますが、私が常に心の隅で気 に止めていてと

うとう持つことがで きた正井さんの作品は、

今ではその絵 は誰かの所有物になっているこ

とだろうと考え、その入手はす っかり諦めて

いたわけです。そ して22年 が経過 しました。

数年前、大津の某百貨店で貴金属品や時計、

絵画陶器などの催 し物が数日間開かれました。

絵画には関心があ りましたのでこの百貨店 に

行ったとき、偶然、その催 しの会場 を訪れた

ので した。その 日は催事の最終 日でした。会

場 になっている部屋 の隅に1枚 の見覚えのあ

る絵が掛 かっていました。それこそはながい

間探 し求めていた正井さんの80号 の作品、 「机

上」(こ の絵は最初 「習作」として正井さん所属の

昭和48年の第18回青塔社展に出品され、その後、 「机

上」と言う画題がついたと想像できます)で した。

しか もこの絵 は催 し会場の壁面があいていた

ために、最終 日の午前中に京都の画商が持ち

込んだものだと言 うことで した。だからもし

私がこの催事場へその日の午後以前に訪れて

いたならば、また百貨店 に行って本来の 目的

を果た し絵の展示場所へ行 くのを怠っていま

したなら、憧れの正井 さんの絵 に対面 してい

(写真5)正 井和行 「机上」(1973年 制作)
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画 しなかったという事実から、このシリーズの

企画者の高い見識に敬意を表 します。このよう

なわが国の出版事情 であ りましたので、私 は

1999年 の冬、南スペインの旅行中、グラナダの

書店で偶然、ニコルスンの小さな画集を見つけ、

正井 さんにお送 りすると大変喜んでおられたこ

とが心に残っています。

5

この白洲 さんの指摘 のように、絵の方か ら私

に寄 り添って来て くれたので した。 この よう

な宿命的 とも感 じられる出会いについては、

不可思議な縁 として仏典の どこかに見つける

ことができるような気がします。

ひとりの親 しかった同僚のあまりにも早す

ぎる死 に接 し、私は人の信仰の問題について

このように思索 を試みたのでした。

(2000.9.23)

注

1)正 井さんの作品には美術館や画廊だけではなく、

氏は数多 くの本の装丁や挿 し絵 を手がけられて

いましたので、その領域においても接すること

が可能です。私の手許には正井さんの装丁によ

る松本清張 『岸田劉生晩景』新潮社、昭和55年 、

水上勉 『釈迦浜心中』新潮社、昭和48年 、海音

寺潮五郎 『さむらいの本懐』新潮社、昭和50年 、

渡辺淳一 「まひる野』全2巻 、新潮社、昭和52

年などの書物があ ります。なお、松下幸之助の

著書、 『商売心得帳』PHP研 究所、昭和48年 や 「経

営心得帳』PHP研 究所、昭和49年 のために正井

さんはおよそ100枚 のカットを描かれています。

それらの一連の3セ ンチメー トル四方にも満た

ない洗練された小 さなカッ ト絵は紛れ もなく正

井和行の世界を読者の前に繰 り広げています。

またそれ ら小品のなかに日常、正井さんが どの

ようなモノに注意を向けておられたか も見いだ

せて興味が尽 きません。

2)ベ ン ・ニコルスンは正井 さんのお好きな画家の

一人で した
。原色版美術ライブラリーのなかの

1冊 に 「ニコルソン』(み すず書房、1957年)が

あり、それを見ながら、ニコルスンの白につい

て解説されたことを懐か しく思い出 します。実

際、正井さんは白に関心があり、今年の8月 に

死去された洋画家、清川泰次氏の 「白の世界』(美

術出版社、昭和48年)を お持ちしたら、彼の作品

に大きな共鳴を示されたことを覚えています。

ついでなが ら原色版美術ライブラリーのシリー

ズの1冊 にニコルスンが選ばれたことはその後、

彼の個展のため用に準備された図録の発行は別

にして、彼個人の画集を日本のどの出版社 も企


